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また，OECDが発行するEducation at a Glance 2012: 
OECD Indicators （p.272, Chart B5.1.）には，高等教
育における高負担低支援の唯一の国として日本があ
がっている。OECD発行のものとは別に，Global 
Higher Education Rankings 2010, Affordability and 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































績によって昭和53年にInternational Academy of 
Quantum Molecular Science （IAQMS） Medal，
平成４年に日本化学会賞，同５年にThe World 
Association of Theoretical Organic Chemists 
（WATOC）からThe Schrödinger Medal，同17年に
Asian Pacific Association of Theoretical & 











































































































































































































賞 氏　　名 所　　属　　等 題　　　名
グランプリ 尾城　徹雄 農学部　卒業生 「情熱一気飲み」
優 秀 賞 河内　良彰 経済学研究科　博士後期課程　１回生 「百万遍門と夏空」
優 秀 賞 井関　竜也 法学部１回生 「達成の瞬間」










京都大学が加盟するThe Association of East 
Asian Research Universities（AEARU）（東アジア研








































韓国・ソウル大学でAEARU「18th Annual General Meeting」を開催
教育学研究科附属臨床教育実践研究センターで
は，毎年，深刻化する教育問題への取り組みの一環
として，現代人のこころの理解に主眼をおいた公開
講座を開催している。
今年度は，「精神分析とこころの解放」と題し，本
センター　ヴィクター・セドラック客員教授を講師
として，11月４日（日）に京都テルサ第一会議室で行
い，心理臨床家や教育関係者，看護師，学生など約
教育学研究科附属臨床教育実践研究センター公開講座「精神分析とこころの解
放」を開催
AEARU総会出席者
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60名の参加があった。
講演ではまず，精神分析理論に基づきこころの発
達がどのように進むのかについて語られ，その発達
の過程で悲しみのような否定的な感情を排除せず，
自ら経験していくことの重要性が語られた。さらに
臨床例を交えて，そのような困難な過程において精
神分析家が果たす役割についても話された。また，
指定討論による議論を通して，精神分析家の限界と
それを支える枠組みの重要性などが語られた。精神
分析実践の経験が豊富な講師の語り口に接した参加
者からは，「理論も事例も日々の臨床に根差して語
られ印象的だった」，「関わりたくない感情に気付き
関わっていくことが，豊かな人生を送る上でいかに
大切であるか，実例を交えてお聞きすることができ，
今後の対人援助の助けになると思った」などの感想
が寄せられ，貴重な機会となった。
本講座は，例年参加者から大変好評を得ており，
来年度以降も，現代社会の複雑なこころの問題を理
解するための視点を一般市民に向けて広く提供でき
る場となるよう開催していくことを考えている。
 （大学院教育学研究科）
ご意見・ご感想をお寄せください。
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巽和夫先生は，11月６日
逝去された。享年83。
先生は，昭和37年京都大学
大学院工学研究科博士課程
を修了。建設省建築研究所研
究員，京都大学工学部助教授
などを経て，昭和43年同教授に就任，建築学専攻建
築計画学講座を担任された。平成５年停年により退
官され，京都大学名誉教授の称号を受けられた。
本学退官後は，平成５年４月から同13年３月まで
福山大学工学部教授を務められた。
先生は建築社会システム，中でも建築生産論やハ
ウジング論に関する研究において優れた研究業績を
残され，その発展に寄与されるとともに，建築行政
の分野においても多大の貢献をされた。主な編著書
に『建築企画論』，『現代社会とハウジング』『行政建
築家の構想』等がある。
また，都市住宅学会，日本建築学会，兵庫県住宅
審議会，全国建築審査会協議会などにおいて，会長，
監事等の要職を歴任された。さらに，平成17年に発
覚した耐震強度偽装問題で行政の対応を検証する国
土交通省の私的諮問機関の緊急調査委員会の座長を
務められた。これら一連の研究活動，社会貢献活動
により，日本建築学会大賞，建設大臣表彰などを受
けられた。
 （大学院工学研究科）
巽　　和夫　名誉教授
訃報
このたび，巽
たつみ
　和
かず
夫
お
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に同名誉教授の略
歴，業績等を紹介します。
熱心に耳を傾ける受講者
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